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朝日新聞より





聡太少年は いつものように将棋教室にいった。
今日は川で 将棋を指した。新聞によると、将来名人を超えたい。
そう答えていた。
１４歳の升田少年は、名人に香車をひいて勝ちたい。
そう言って、郷里を後にした。聡太の生まれる８４年前に升田は生まれた。
この香車を引いて、というのは名人に逆ハンデイで勝つという意味である。
従って、最強の棋士になると言う事である。
聡太は２００２年７月１９日に生まれた。聡太の先輩となる羽生その他の棋士も
升田は慕われている 棋士の一人である。羽生は藤井の ずっと前の巨星である。羽生の何代か前
に升田はいる。初代の３冠王である。
当時 升田 塚田 大山は 先代の木村名人を 目標にしていた。此の当時 将棋や 囲碁 麻雀等を思いに任せ 打って楽しんでいた。葛藤も有った。

それらは 坂口安吾の「将棋の鬼」に詳しい。
 坂口はこれらの名士と 親交があったようで、とても面白い文章である。
升田は 同門にて大山と会う。即ち師匠が木見である。大山は実力を如何なく発揮する。
升田と大山は 大きな対戦成績の差は 思った以上にはない。流石というものだろう。
この二人 大山は岡山県 升田は広島県の出である。近いのが不思議である。
タイトルは 大山は沢山取った。升田は 将棋の対戦で 体が言う事を聞かず苦労した。
ところが ７３才で死亡するも、大山は６９才で亡くなった。
年上の升田の死後１年３カ月で、大山は死亡した。それは 大山は寂しかったのではなかろうか。
升田の体力は対戦の時など、心配なほどであった。しかも大事な試合で、体力が続かないと
どうしても勝負を急ぐ時が 出たのでないか。そう思えた。
その大山は 升田より若くして亡くなったのであるから 詳しい事情は別にして
不思議にも思えるほどだった。

升田は 「新手一生」
と書いた、藤井も 升田を意識しているのだろう。羽生も藤井も 升田を意識しているとしたら
とても興味が有るのである。
そして、将棋は面白く奥が深い。
藤井が８冠を目指すが、その時は過去の木村名人全盛と言っていいのだろうか
その時を連想する。
打倒藤井に 目が行く。それは 正に升田が活躍した時代を 再現するのではないだろうか。
勿論打倒なんとか 言ってはいけないのだろう。

その藤井が愚痴も言わず 勝負して来たのを 見てみよう。
藤井は 一般に現れたのは 学生服の姿で 加藤と対戦した時と思う。
見事に勝利する。
そして非公式ながら 実力者と対戦する。
凄い実力を見せる。
勝ち進み インタビューを受ける。
山で言えば まだ林の中という。８合目とか 高くないのだ。

ジビエ肉を 食べたいという。
これはフランス語で 狩猟で捕獲した野生鳥獣の肉料理という。
これも 初めて聞く人も多かろう。

先にデビュー後公式戦２９連勝を 打ち立てた。
これも 不滅の記録と思われていた。２８連勝を見事にクリアーしている。

この時「僥倖」と言ったと思う。
これも周囲を驚かせた。実に落ち着いているのだ。

何故藤井が 出現したかこれは興味がある。
藤井が現在 対戦成績で負け越した相手は 公式戦で２名のようだ。

名人を３期取った 佐藤天彦に藤井の棋譜を説明した。
ある対戦で ３５手先まで 読んでいた。佐藤は驚いたようだ。

渡辺名人は 竜王戦に強かった。９年保持した。この間、羽生等 実力者を
2回も破って 連覇していた。これも 藤井に譲ることとなった。
この竜王は 1年で3千万以上の賞金を出しているし これは最高賞金と
なっている。なので ９年は 億円プレヤーなのだ。
その渡辺に１９勝４敗など、勝っていく。

渡辺はいう。藤井の手を指して
「この手 えぐーいよな。」
これは 藤井の強さを認めると同時に 将棋の奥深さをさしていない
だろうか。

そして
藤井は 若手の騎手として
モーゼの芽になると思う。・・モリタ書店「藤井聡太とモーゼの芽」参照

モーゼとは 人々を救い リードする 一人の代表であろう。
それは 野球界にも ボクシングかいにも 他のスポーツ界にも 現れて来て居る。

それぞれが 連動してくる これからの世界は 楽しみである。
そして日本が 世界をリードする 時期が来ると思う。
それは 真剣であるほど 更に現実化して来るだろう。

そして 恐らく 将棋以外の 項目も 見事に クリアー
されるに違いない。
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